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選挙結果 （敬称略）

当 笹川 広美 ，

当 諏訪 良一

当 杉本 平治

当 若狭 明彦

当 甲部 昭夫

当 亀野冨二夫

当 西村 秀博

当 宮下 為幸

当 坂井 幸雄

当 宮本 空伸

当 上見 健一

当 藤本 一義

当 田中 治夫

当 岩井 礼二

当 平岡 志朗

当 堀江 健爾

当 古玉 栄治

当 小坂 博康

当 作間 七郎

当 武田 純一

次点 藤井 忠則

谷口 英夫

青木万理子

投票者数 有効 無効
不足

選挙結果 （敬称略）

若狭 明彦
無所属・現 歳

能登部下

杉本 平治
共産党・現 歳

能登部上

諏訪 良一
無所属・現 歳

小竹

笹川 広美
公明党・新 歳

末坂

宮下 為幸
無所属・現 歳

徳丸

西村 秀博
無所属・現 歳

良川

亀野冨二夫
無所属・現 歳

廿九日

甲部 昭夫
無所属・現 歳

能登部上

藤本 一義
無所属・現 歳

久江

上見 健一
無所属・現 歳

良川

宮本 空伸
無所属・現 歳

久乃木

坂井 幸雄
無所属・現 歳

良川

堀江 健爾
無所属・現 歳

新庄

平岡 志朗
無所属・現 歳

武部

岩井 礼二
無所属・現 歳

高畠

田中 治夫
無所属・現 歳

二宮

武田 純一
無所属・現 歳

小竹

作間 七郎
無所属・現 歳

福田

小坂 博康
無所属・現 歳

徳丸

古玉 栄治
無所属・現 歳

徳前

投票区別投票率

投票区名
当日
有権者数
（人）

投票者数
（人）

投票率
（％）

第 投票区

第 投票区

第 投票区

第 投票区

第 投票区

第 投票区

第 投票区

第 投票区

第 投票区

第 投票区

第 投票区

合 計

投票区別投票率

合
併
の
在
任
特
例
期
間
満
了

（

月

日
）
に
伴
う
町
議
会
議
員

選
挙
は
、
定
数

人
に
対
し
て
現
職

人
と
、
新
人

人
が
立
候
補
。
そ

れ
ぞ
れ
が
よ
り
良
い
町
づ
く
り
を
掲

げ
、
熱
い
選
挙
戦
を
繰
り
広
げ
た
結

果
、
左
記
の

人
が
町
民
の
代
表
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

投
票
は
、

日
に
町
内

ヵ
所
で

午
前

時
か
ら
午
後

時
ま
で
行
わ

れ
、
午
後

時
か
ら
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
即
日
開
票
さ
れ
ま

し
た
。

当
日
の
有
権
者
数
は
、

人
（
男

人
、
女

人
）で
、投
票
率
は

・

％

（
男

・

％
、
女

・

％
）
で

し
た
。

町
議
会
議
員
の
任
期
は

月

日

か
ら

年
間
で
す
。



議
長
就
任
に
あ
た
り
、
町
民
の

皆
様
に
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま

す
。皆

様
に
は
、
日
頃
か
ら
町
政
並

び
に
町
議
会
に
対
し
、
深
い
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
、

月
臨
時
議
会
に

お
き
ま
し
て
、
議
長
の
要
職
に
就

任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
誠
に
身
に
余
る
光
栄
で

あ
り
、
又
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を

痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

新
生
中
能
登
町
も
順
調
に
ス

タ
ー
ト
し
、
今
年
で

年
目
を
迎

え
て
お
り
ま
す
。

行
財
政
改
革
の
推
進
、
情
報
化

社
会
へ
の
対
応
、
生
活
環
境
の
整

備
、
住
民
福
祉
の
推
進
な
ど
多
く

の
課
題
が
あ
り
、
中
能
登
町
の
基

中能登町議会 第 回臨時会中能登町議会 第 回臨時会

礎
づ
く
り
の
大
切
な
時
期
で
あ
り

ま
す
の
で
、
英
知
を
結
集
し
て
物

心
両
面
に
わ
た
り
、
豊
か
で
住
み

よ
い
町
づ
く
り
の
た
め
粉
骨
砕
身

努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
議
会
運
営
に
つ
き
ま
し

て
は
、
公
正
公
平
を
旨
と
し
、
円

満
な
議
会
運
営
の
な
か
に
活
発
な

議
員
活
動
が
で
き
る
よ
う
心
が

け
、
議
会
と
し
て
の
役
割
、
機
能

を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

今
後
と
も
町
民
の
皆
様
方
の
一

層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
祈
念
し
て
、
就
任
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

副
議
長
就
任
に
あ
た
り
、
皆
様

に
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
、

月
臨
時
議
会
に

お
き
ま
し
て
、
副
議
長
の
要
職
に

就
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

地
方
分
権
が
進
み
、
我
わ
れ
議

会
に
も
、
そ
の
対
応
が
求
め
ら
れ

て
き
て
お
り
、
議
員
個
々
人
が
、

住
民
か
ら
の
信
託
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
、
そ
の
機
能
と
役
割
を
こ
な

せ
る
資
質
を
養
う
こ
と
が
重
要
と

思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
果
た
し
て

皆
様
の
期
待
に
添
い
う
る
か
懸
念

し
て
い
ま
す
が
、
微
力
な
が
ら
町

民
の
皆
様
は
じ
め
議
員
各
位
の
ご

支
援
を
賜
り
ま
し
て
、
町
民
福
祉

の
向
上
、
町
政
発
展
の
た
め
、
努

力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
会
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、

新
し
い
構
成
の
中
、
公
正
で
円
満

な
議
会
運
営
、
住
民
の
皆
様
か
ら

信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
て
、

新
議
長
の
補
佐
役
と
し
て
誠
心
誠

意
努
力
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、

ご
支
援
を
お
願
い
し
、
皆
様
方
の

ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

第

回
中
能
登
町
議
会
臨
時
会
が
、

月

日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
、
副
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に
若
狭

明
彦
議
員
、
副
議
長
に
藤
本
一
義
議
員
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
各
常
任
委
員
会
、
組
合
議
会
議
員

な
ど
が
新
し
く
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

平成 年度補正予算（専決処分）

一般会計 万 円を追加補正 総額 億 万 万円
老人保健特別会計 万 円を減額補正 総額 億 万円
介護保険特別会計 保険事業勘定 万 円減額補正 総額 億 万 円

介護サービス事業勘定 万円減額補正 総額 万円
下水道事業特別会計 万 円減額補正 総額 億 万 円
水道事業会計 収益的収入 万 円減額補正 総額 億 万 円

資本的収入 万 円減額補正 総額 億 万 円
平成 年度補正予算

一般会計 万 円を追加補正 総額 億 万 円
介護保険特別会計 万 円を追加補正 総額 億 万 円
水道事業会計 資本的収入 万円を追加補正 総額 億 万 円

資本的支出 万円を追加補正 総額 億 万 円
条例関係

町税条例の一部改正

地方税法の一部改正による所要の改正を行う。
町国民健康保険税条例の一部改正

公的年金控除見直しと老年者控除廃止に伴い、税負担増加に対する高齢者への措置。
町長期継続契約を締結することができる契約を定める条例

複数年契約する必要のあるものを長期継続契約として締結するための措置。
町公の施設における指定管理者の指定手続きに関する条例の一部改正

指定管理者の募集や候補者選定委員会等の項目を追加。
町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正

国家公務員の休息時間廃止改正施行に伴い、 月 日から町も職員の休息時間を
廃止し、勤務終了時間を午後 時 分から午後 時 分に変更する。また、男子
職員の育児休暇、子の看護休暇の特別休暇を新たに追加する。
町議会議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正

町特別職報酬等審議会の答申に基づき、現在支払いしている合併前の町議会議員
報酬月額を、新たに統一した報酬月額に改める。

その他

指定管理者の指定

在宅複合施設 ほのぼの 、デイサービスセンター いこい を 月 日から指定
管理者制度へ移行する。
町議会委員会条例及び会議規則の一部改正

議員定数（ 人）の改正による関係条例及び規則を改正する。
教育委員会委員の任命

中能登町教育委員会委員に、笹川修三郎氏（末坂）が任命されることに同意した。

可可決決承承認認さされれたた主主なな議議案案可決承認された主な議案

中
能
登
町
議
会
第

回
（

月
）
定
例
会
が
、

月

日
か
ら

日
ま
で
の

日
間
の
日

程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
報
告
議
案

件
（
専
決
処
分
）、
条
例
議
案

件
、
平
成

年
度
各
会
計
補

正
予
算

件
、
教
育
委
員
会
委
員
任
命
同
意
議
案

件
、
そ
の
他
議
案

件
並
び
に
請
願

件
の
計

件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
請
願

件
を
除
く
全
て
が
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

議 長

若狭 明彦

副議長

藤本 一義

【
略
歴
】

教
育
常
任
委
員
長

当
選
回
数

回

【
略
歴
】

長
曽
川
水
防
事
務
組
合
議
会
議
員

当
選
回
数

回

。

委
員
長

副
委
員
長

議
会
運
営
委
員
会

作
間

七
郎

古
玉

栄
治

平
岡

志
朗

西
村

秀
博

田
中

治
夫

杉
本

平
治

総
務
常
任
委
員
会

小
坂

博
康

亀
野
冨
二
夫

藤
本

一
義

武
田

純
一

作
間

七
郎

杉
本

平
治

教
育
民
生
常
任
委
員
会

宮
下

為
幸

笹
川

広
美

古
玉

栄
治

宮
本

空
伸

岩
井

礼
二

坂
井

幸
雄

田
中

治
夫

産
業
建
設
常
任
委
員
会

甲
部

昭
夫

諏
訪

良
一

堀
江

健
爾

平
岡

志
朗

上
見

健
一

西
村

秀
博

若
狭

明
彦

監
査
委
員

上
見

健
一

七
尾
鹿
島
広
域
圏
事
務
組
合

議
会
議
員

武
田

純
一

坂
井

幸
雄

田
中

治
夫

杉
本

平
治

長
曽
川
水
防
事
務
組
合
議
会
議
員

諏
訪

良
一

坂
井

幸
雄

杉
本

平
治

議
会
運
営
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

監
査
委
員

七
尾
鹿
島
広
域
圏
事
務
組
合

議
会
議
員

長
曽
川
水
防
事
務
組
合
議
会
議
員

議議
会会
のの
組組
織織

議
会
の
組
織

中能登町議会 月定例会中能登町議会 月定例会

議
会
組
織
な
ど
が
決
ま
る



る
要
綱
に
基
づ
い
て
運
用
し
て
い

ま
す
。

一
般
質
問

一
般
質
問

田
中

治
夫

議
員

越
路
校
下
住
民
（
有
権
者
）
の

割
を
越
え
る
小
学
校
存
続
署
名

を
受
け
、
越
路
小
学
校
の
存
続
を

ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

答
弁

杉
本
町
長

小
中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

は
、
各
界
各
層
の
方
々
に
よ
る
学

校
統
合
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

少
子
化
の
中
で
町
内
の
小
中
学
校

を
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
子
ど
も
達

の
教
育
に
一
番
よ
い
か
を
、
現
在

検
討
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

越
路
小
学
校
の
存
続
を
求
め
る

名
の
署
名
も

月

日
に
い
た
だ
き
、
そ
の
意
向
も
大

変
大
切
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
は
学
校
統
合
検
討

委
員
会
の
答
申
を
い
た
だ
き
、
児

童
の
た
め
に
何
が
よ
い
か
、
ど
う

す
れ
ば
一
番
よ
い
か
を
見
極
め
な

が
ら
、
進
め
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

越
路
校
下
住
民
（
有
権
者
）
の

割
を
越
え
る
小
学
校
存
続
署
名

を
受
け
、
越
路
小
学
校
の
存
続
を

ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

質
問

月
定
例
会
で
は
、

月

日

に
質
疑
、

日
・

日
に
一
般
質

問
が
行
わ
れ
、
質
疑
に

人
が
、

一
般
質
問
に
は

人
の
議
員
が
登

壇
し
、
町
発
展
の
た
め
の
積
極
的

な
質
問
や
答
弁
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。こ

こ
で
、
一
般
質
問
の
内
容
に

つ
い
て
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

月
定
例
会
で
は
、

月

日

に
質
疑
、

日
・

日
に
一
般
質

問
が
行
わ
れ
、
質
疑
に

人
が
、

一
般
質
問
に
は

人
の
議
員
が
登

壇
し
、
町
発
展
の
た
め
の
積
極
的

な
質
問
や
答
弁
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。こ

こ
で
、
一
般
質
問
の
内
容
に

つ
い
て
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

坂
井

幸
雄

議
員

古
墳
公
園
と
り
や

緑
の
芝

生
広
場
を
拡
張
し
、
更
な
る
有
効

利
用
を
。

答
弁

杉
本
町
長

古
墳
公
園
と
り
や

緑
の
芝

生
広
場
を
拡
張
し
、
更
な
る
有
効

利
用
を
。

質
問

ほ
場
整
備
事
業
及
び
河
川
改
修

関
連
事
業
の

つ
の
県
営
事
業
に

よ
り
、石
塚
川
廃
川
敷
の
一
部

と
川
田
地
区
ほ
場
整
備

で
集
約
さ
れ
た
土
地

の
計

の
土

地
が
、
古
墳
公
園
前
に
集
積
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
旧
鳥

屋
町
の
と
き
か
ら
、
い
ず
れ
は
公

園
広
場
と
し
て
の
利
用
計
画
が

あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
し
、
私

も
直
接
現
地
を
見
た
と
こ
ろ
、
広

場
と
し
て
拡
張
す
れ
ば
更
に
公
園

機
能
が
高
ま
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
県
道
か
ら
公
園
へ
通
じ

る
連
絡
道
路
も
、
大
型
バ
ス
が
通

行
で
き
る
よ
う
改
良
整
備
中
で
、

町
と
し
て
も
大
事
な
広
場
と
認
識

し
て
お
り
、
今
後
、
前
向
き
に
検

討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

諏
訪

良
一

議
員

平
成

年
豪
雪
に
よ
る
被
害
の

状
況
報
告
と
、
各
課
が
連
携
を
図

り
そ
の
つ
め
跡
の
早
急
な
対
応
を
。

答
弁

杉
本
町
長

今
回
の
豪
雪
で
は
、
町
内
山
間

部
で
深
刻
な
影
響
を
受
け
、
特
に

杉
の
倒
木
や
道
路
の
り
面
の
崩
壊

等
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
大
き
な
規

平
成

年
豪
雪
に
よ
る
被
害
の

状
況
報
告
と
、
各
課
が
連
携
を
図

り
そ
の
つ
め
跡
の
早
急
な
対
応
を
。

質
問

模
で
被
害
を
被
り
ま
し
た
。

ま
た
、
文
化
財
関
係
で
は
石
動

山
に
あ
る
施
設
が
特
に
被
害
を
受

け
、
大
宮
坊
や
旧
観
坊
、
行
者
堂

な
ど
が
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

そ
の
対
応
策
で
す
が
、
残
念
な

が
ら
林
道
で
の
倒
木
処
理
等
に
つ

い
て
は
、
国
で
の
災
害
と
は
見
て

も
ら
え
ま
せ
ん
が
、
道
路
の
り
面

崩
壊
や
文
化
財
関
係
に
つ
い
て

は
、
今
後
県
と
も
協
議
を
進
め
な

が
ら
早
急
な
対
応
を
進
め
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

過
去
の
豪
雪
を
振
り
返
る
と
、

豪
雪
に
続
き
、

年
後
に

・

豪
雪
、
そ
し
て
更
に

年
後
と

し
て
今
回
の
豪
雪
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ
の
豪
雪
の
教
訓
を
生
か
し
、

今
後
と
も
雪
害
対
策
の
充
実
と
強

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。五

十
嵐

三
朗

議
員

工
事
費
の
高
値
安
定
の
要
因
で

あ
る
談
合
を
防
止
し
、
厳
正
な
入

札
制
度
と
点
検
シ
ス
テ
ム
確
立
に

よ
り
、
節
制
し
た
行
政
運
営
を
。

答
弁

小
山
助
役

町
で
は
、
入
札
執
行
に
お
い
て

予
定
価
格
の
事
前
公
表
を
行
っ
て

い
ま
す
。
平
成

年
度
で
の
予
定

工
事
費
の
高
値
安
定
の
要
因
で

あ
る
談
合
を
防
止
し
、
厳
正
な
入

札
制
度
と
点
検
シ
ス
テ
ム
確
立
に

よ
り
、
節
制
し
た
行
政
運
営
を
。

質
問

価
格
に
お
け
る
落
札
率
は

・

％
で
す
が
、
設
計
価
格
で
の
落

札
率
は

・

％
と
な
っ
て
お

り
、
石
川
県
や
金
沢
市
の
公
表
さ

れ
た
率
よ
り
も
低
く
な
っ
て
い
る

現
状
で
す
。

入
札
制
度
の
透
明
性
や
競
争
性

を
高
め
る
た
め
に
、
平
成

年
度

に
県
が
公
布
し
た

公
共
工
事
の

品
質
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
く
総
合
評
価
制
度

の
導

入
に
つ
い
て
、
現
在
、
担
当
者
レ

ベ
ル
で
の
研
修
が
行
わ
れ
て
お

り
、
今
後
、
制
度
の
導
入
対
応
を

と
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

指
名
業
者
選
定
に
お
い
て
は
、

町
建
設
工
事
指
名
競
争
入
札
参
加

者
等
選
定
要
綱
に
基
づ
き
、
厳
正

な
運
営
を
行
っ
て
お
り
、
軽
微
な

物
品
購
入
、
構
造
物
の
修
理
修
繕

は
、
利
便
性
を
考
慮
し
て
地
元
業

者
に
依
頼
し
、

万
円
未
満
の
軽

微
な
工
事
は
町
小
規
模
工
事
等
契

約
希
望
者
登
録
制
度
を
設
け
、
登

録
さ
れ
た
小
規
模
業
者
へ
受
注
機

会
を
与
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
入
札
談
合
に
関
す
る
情

報
を
得
た
場
合
に
は
、
直
ち
に
町

公
正
入
札
調
査
委
員
会
を
設
置

し
、
要
綱
に
基
づ
い
た
厳
正
な
る

対
応
措
置
を
行
う
と
共
に
、
指
名

停
止
等
の
処
分
に
つ
い
て
も
、
建

設
請
負
業
者
の
指
名
停
止
に
関
す

甲
部

昭
夫

議
員

循
環
バ
ス
の
名
称
統
一
化
と
利

便
性
を
高
め
る
施
策
と
し
て
、
よ

り
よ
い
コ
ー
ス
の
見
直
し
や
利
用

チ
ケ
ッ
ト
の
導
入
を
。

答
弁

堀
内
地
域
振
興
担
当
課
長

現
在
の
循
環
バ
ス
の
名
称
は
、

地
域
特
性
を
生
か
す
こ
と
か
ら
鹿

島
地
区
は

か
し
ま
循
環
バ
ス
、

鳥
屋
地
区
は

ゆ
う
友
バ
ス

の

旧
町
で
の
名
称
を
そ
の
ま
ま
使
用

し
、
鹿
西
地
区
は
合
併
時
に

ま

ほ
ろ
ば
号

の
名
称
を
つ
け
て
運

行
し
て
い
ま
す
。
統
一
し
た
名
称

が
覚
え
ら
れ
や
す
い
の
か
、
従
来

の
名
称
が
な
じ
み
が
あ
っ
て
よ
い

の
か
は
、
今
後
、
運
行
見
直
し
の

協
議
の
中
で
皆
さ
ん
に
ご
相
談
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

循
環
コ
ー
ス
に
つ
い
て
も
、
今

年
度
中
に
関
係
者
の
ご
意
見
を
お

聞
き
し
て
、
で
き
る
だ
け
早
く
見

直
し
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。ま

た
、
利
用
チ
ケ
ッ
ト
方
式
の

導
入
は
、
需
要
に
合
わ
せ
た
運
行

に
よ
る
経
費
削
減
と
、
地
元
企
業

の
利
用
に
も
効
果
が
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
現
在
、
普
通
タ
ク
シ
ー

循
環
バ
ス
の
名
称
統
一
化
と
利

便
性
を
高
め
る
施
策
と
し
て
、
よ

り
よ
い
コ
ー
ス
の
見
直
し
や
利
用

チ
ケ
ッ
ト
の
導
入
を
。

質
問

と
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し

た
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
が
県
内
で

唯
一
、
宝
達
志
水
町
で
運
行
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
運
行
経
費
や
採
算

面
で
も
問
題
が
あ
り
、
今
後
の
見

直
し
協
議
の
中
で
、
ど
う
し
た
方

策
が
よ
い
か
検
討
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

上
見

健
一

議
員

町
の
文
化
遺
産

雨
の
宮
古
墳

群

の
資
産
活
用
に
、
鹿
西
・
鳥

屋
地
区
を
結
ぶ
林
道
長
谷
内
線

の
全
線
整
備
を
。

答
弁

杉
本
町
長

林
道
長
谷
内
線
は
、
雨
の
宮
古

墳
群
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し

て
、
大
変
重
要
か
と
思
い
ま
す
。

長
谷
内
線
の
旧
鹿
西
町
地
内
で

は
、
県
道
か
ら
雨
の
宮
古
墳
群
入

り
口
ま
で
を
、
ふ
る
さ
と
林
道
整

備
事
業
に
よ
り
平
成

年
度
か
ら

整
備
を
進
め
、
平
成

年
度
で
舗

装
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

残
り

（
幅
員

・

）
と
、
旧
鳥
屋
地
内
で
急
勾
配

箇
所
で
の
舗
装
済
み
区
間

を
除
く

（
幅
員

・

）が
未
整
備
で
あ
り
、

整
備
す
る
に
は

億

千
万
円
程

度
の
工
事
費
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

道
路
種
別
は
林
道
で
あ
る
こ
と

町
の
文
化
遺
産

雨
の
宮
古
墳

群

の
資
産
活
用
に
、
鹿
西
・
鳥

屋
地
区
を
結
ぶ
林
道
長
谷
内
線

の
全
線
整
備
を
。

質
問

か
ら
、
整
備
す
る
に
は
先
ず
林
業

振
興
上
の
整
備
計
画
樹
立
が
必
要

と
な
り
ま
す
が
、
町
と
し
ま
し
て

も
、
今
後
、
財
政
状
況
を
勘
案
し

な
が
ら
検
討
し
た
い
と
思
い
ま

す
。武

田

純
一

議
員

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
視
察
に

よ
る
改
善
策
と
し
て
、
告
知
端
末

を
活
用
し
た
ひ
と
り
暮
ら
し
の
応

答
確
認
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の

導
入
検
討
を
。

答
弁

広
瀬
情
報
担
当
課
長

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
計
画
の

追
加
機
能
と
し
て
、
音
声
告
知
端

末
を
使
っ
た
応
答
確
認
、
緊
急
通

報
シ
ス
テ
ム
を
、
当
初
設
計
に
反

映
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

計
画
し
て
い
る
音
声
告
知
端
末

を
使
用
し
た
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

は
、
緊
急
を
要
す
る
方
か
ら
の
連

絡
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
登
録
さ

れ
た
方
の
告
知
端
末
に
接
続
さ
れ

た
電
話
へ
の
連
絡
や
携
帯
電
話
等

で
の
電
子
メ
ー
ル
の
配
信
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
運
用
中
の
緊
急
通

報
体
制
等
整
備
事
業
で
は
、
看
護

師
等
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が

時
間

詰
め
て
い
る
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
回

線
で
連
絡
さ
れ
、
相
談
を
含
め
救

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
視
察
に

よ
る
改
善
策
と
し
て
、
告
知
端
末

を
活
用
し
た
ひ
と
り
暮
ら
し
の
応

答
確
認
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の

導
入
検
討
を
。

質
問

急
車
の
手
配
ま
で
行
っ
て
く
れ
る

サ
ー
ビ
ス
と
聞
い
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
利
用
者
の
方
へ
両
方

の
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
説
明
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
運
用
の
使
い
分
け
が
必

要
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
担
当
課

と
の
連
絡
を
密
に
告
知
端
末
の
有

効
利
用
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

宮
下

為
幸

議
員

子
ど
も
達
が
自
分
の
力
で
乗
り

越
え
、
前
向
き
に
生
き
よ
う
と
す

る
心
の
能
力
を
勉
強
す
る
ラ
イ
フ

ス
キ
ル
教
育
へ
の
取
り
組
み
を
。

答
弁

水
谷
内
教
育
長

ラ
イ
フ
ス
キ
ル
教
育
と
は
、

日
々
の
困
難
を
乗
り
越
え
生
き
る

す
べ
の
教
育
で
、
児
童
生
徒
に
確

か
な
学
力
、
豊
な
人
間
性
、
健
康

体
力
の

つ
の
要
素
で
生
き
る
力

を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
の
子
ど
も
達
の
生
活
習
慣

の
乱
れ
に
よ
り
、
今
、
早
寝
早
起

き
、
朝
ご
は
ん
運
動
が
全
国
的
に

強
く
叫
ば
れ
展
開
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
文
部
科
学
省
や
全
国

が
提
唱
し
て
い
る
も
の
で
す
。

県
教
育
委
員
会
の
調
査
で
は
、

朝
食
を
毎
日
と
る
、た
ま
に
と
る
、

と
ら
な
い
子
ど
も
で
は
、
基
礎
学

力
調
査
で
非
常
に
大
き
な
差
が
生

子
ど
も
達
が
自
分
の
力
で
乗
り

越
え
、
前
向
き
に
生
き
よ
う
と
す

る
心
の
能
力
を
勉
強
す
る
ラ
イ
フ

ス
キ
ル
教
育
へ
の
取
り
組
み
を
。

質
問



平
岡

志
朗

議
員

地
域
高
齢
者
の
交
流
の
場
と
し

て
、
児
童
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と

し
て

児
童
館

の
有
意
義
な
活

用
策
を
。

答
弁

後
藤
教
育
文
化
課
長

現
在
、
こ
し
じ
・
た
き
お
・
み

お
や
の
各
児
童
館
及
び
児
童
交
流

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
お
は
ぎ
づ

く
り
や
お
話
会
、
切
り
絵
等
の
教

室
を
開
催
し
、
お
年
寄
り
と
の
交

流
が
行
わ
れ
て
お
り
、
た
く
さ
ん

の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
交
流
会

の
開
催
や

に
努
め
、
子
ど
も

達
同
士
や
親
子
、
お
じ
い
さ
ん
や

お
ば
あ
さ
ん
と
の
幅
広
い
層
の

地
域
高
齢
者
の
交
流
の
場
と
し

て
、
児
童
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と

し
て

児
童
館

の
有
意
義
な
活

用
策
を
。

質
問

方
々
と
の
交
流
の
機
会
を
深
め
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

杉
本

平
治

議
員

町
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

点
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
、
町
の
今

後
の
方
針
策
は
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
で

の
個
人
負
担
軽
減
を

公
立
能
登
総
合
病
院
へ
の
通
院

バ
ス
廃
止
の
復
活
は

答
弁

小
林
保
健
環
境
課
長

小
中
学
校
で
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
な
ど
の
集
団
接
種
は

平
成

年
か
ら
国
で
廃
止
さ
れ
、

以
後
は
任
意
で
の
個
別
接
種
と

な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
県
内
で
は
児
童
に
対
す

る
集
団
接
種
や
無
料
接
種
を
実
施

し
て
い
る
市
町
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
、
多
く
の
方
々
か
ら
の

要
望
が
あ
れ
ば
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

公
立
能
登
総
合
病
院
の
バ
ス
に

つ
い
て
は
、
病
院
経
営
改
革
の
中

で
財
政
的
問
題
も
あ
り
本
年

月

日
か
ら
バ
ス
サ
ー
ビ
ス
は
行
わ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

現
在
、
東
往
来
で
は
病
院
ま
で

七
尾
バ
ス
が

日

本
運
行
さ

れ
、

七
尾
駅
か
ら
は
七
尾
市

町
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

点
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
、
町
の
今

後
の
方
針
策
は
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
で

の
個
人
負
担
軽
減
を

公
立
能
登
総
合
病
院
へ
の
通
院

バ
ス
廃
止
の
復
活
は

質
問

営
の
マ
リ
ン
バ
ス
が
病
院
ま
で

日

本
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
こ
の
よ
う
な
交
通
機
関
を
利

用
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
創
修
館
前
ア
プ
ロ
ー

チ
の
自
動
車
乗
り
入
れ
を

答
弁

吉
田
生
涯
学
習
課
長

ふ
る
さ
と
創
修
館
や
図
書
館
を

ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
駐
車
場
に

車
を
停
め
、
会
館
前
の
長
い
ア
プ

ロ
ー
チ
を
通
っ
て
入
館
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
以
前
か
ら
障
害

者
や
高
齢
者
の
方
、
更
に
雨
天
時

に
都
合
が
悪
い
と
の
利
用
者
か
ら

の
お
話
を
聞
い
て
い
ま
す
。

会
館
で
は
、
障
害
者
や
高
齢
者

の
方
、
悪
天
候
時
で
の
送
迎
時
な

ど
で
は
、
直
接
会
館
前
ま
で
車
の

乗
り
入
れ
が
で
き
ま
す
し
、
そ
の

こ
と
を
職
員
も
口
頭
で
説
明
周
知

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
く
だ

さ
い
。

日
曜
日
で
も
住
民
に
直
接
必
要

な
窓
口
の
開
設
を

答
弁

林
参
事
兼
住
民
課
長

現
在
、

庁
舎
に
窓
口
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
日
中
に
仕

事
等
で
窓
口
へ
来
れ
な
い
方
に
つ

い
て
は
、
電
話
等
で
必
要
な
証
明

ふ
る
さ
と
創
修
館
前
ア
プ
ロ
ー

チ
の
自
動
車
乗
り
入
れ
を

日
曜
日
で
も
住
民
に
直
接
必
要

な
窓
口
の
開
設
を

答
弁

澤
井
土
木
建
設
課
長

現
在
改
良
中
の
県
道
氷
見
田
鶴

浜
線
は
、
石
川
県
側
で
の
未
改
良

区
間
が
県
境
付
近
で

、

富
山
県
側
で

あ
り

ま
す
。
県
で
は
平
成

年
度
に
頂

上
付
近

の
工
事
を
完
成

さ
せ
、
平
成

年
度
で
の
完
了
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
富
山

県
側
に
つ
い
て
は
、
石
川
県
側
の

改
良
推
進
を
見
な
が
ら
工
事
を
進

め
る
と
の
こ
と
で
、
ト
ン
ネ
ル
化

の
具
体
的
な
話
は
な
く
、
現
段
階

で
は
現
道
の
改
良
推
進
を
図
る
も

の
で
す
。

谷
口

英
夫

議
員

中
能
登
町
が

の
町

教

育
の
町

と
言
わ
れ
る
よ
う
な
町

づ
く
り
を
。

答
弁

杉
本
町
長

今
年
度
整
備
を
す
る
光
ケ
ー
ブ

ル
網
を
利
用
し
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
事
業
は
、
全
国
的
に
も
先
進
的

な
事
例
で
あ
り
、
都
市
部
と
の
情

報
格
差
是
正
や
災
害
情
報
の
正
確

な
伝
達
、
更
に
は
情
報
交
流
の
促

進
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
が
図

ら
れ
る
こ
と
で
、
生
活
の
利
便
性

向
上
と
若
者
定
住
促
進
へ
と
つ
な

い
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
超
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
提
供
に
よ
り
、

関
連
を
初

め
と
す
る
企
業
誘
致
に
も
役
立
つ

も
の
と
考
え
、
教
育
面
で
も
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
に
至
る
全
て
の

町
民
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

何
で
も
、
誰
も
が
学
べ
る
教
育
環

境
の
充
実
を
図
り
、
教
育
の
町
と

言
わ
れ
る
よ
う
努
力
す
る
と
と
も

に
、
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る

中
能
登
町
を
目
指
し
、
積
極
的
な

施
策
を
展
開
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
能
登
町
が

の
町

教

育
の
町

と
言
わ
れ
る
よ
う
な
町

づ
く
り
を
。

質
問若

狭

武

議
員

今
後
の
町
政
運
営
で
心
配
さ
れ

る
財
源
不
足
。
新
町
で
の
町
づ
く

今
後
の
町
政
運
営
で
心
配
さ
れ

る
財
源
不
足
。
新
町
で
の
町
づ
く

質
問

じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
能
登
町

の
子
ど
も
達
は
、
学
力
面
で
は
県

平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
が
体
力

や
運
動
能
力
面
で
は
、
残
念
な
が

ら
県
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
将
来
の
子
ど
も
た
ち

が
健
康
に
生
き
抜
く
た
め
に
も
、

ま
ず
は
、
こ
の
早
寝
早
起
き
朝
ご

は
ん
運
動
の
実
行
を
日
頃
よ
り
提

唱
し
て
お
り
、
健
康
な
体
を
持
っ

て
初
め
て
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
が
実
行

さ
れ
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

書
の
交
付
依
頼
を
確
認
し
、
係
員

が
宿
日
直
職
員
に
預
け
、
本
人
が

取
り
に
来
ら
れ
た
時
に
所
定
の
交

付
申
請
書
の
記
載
を
お
願
い
し
、

免
許
証
等
で
本
人
を
確
認
し
た
上

で
手
数
料
を
い
た
だ
き
交
付
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
や
お
体
の
都
合

の
悪
い
方
に
つ
い
て
は
、
近
く
の

役
場
職
員
が
代
理
人
と
な
っ
て
交

付
の
手
続
き
を
行
い
、
自
宅
ま
で

そ
の
職
員
が
お
届
け
す
る
こ
と
も

し
て
い
ま
す
の
で
、
現
在
の
ま
ま

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

出
雲

英
夫

議
員

主
要
地
方
道
氷
見
田
鶴
浜
線
の

改
良
に
伴
う
石
動
山
ト
ン
ネ
ル

の
実
現
を
。

答
弁

杉
本
町
長

石
動
山
ト
ン
ネ
ル
の
建
設
に
つ

い
て
、
そ
の
必
要
性
は
十
分
認
識

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
私
も
ト
ン

ネ
ル
化
に
つ
い
て
は
大
賛
成
で

す
。し

か
し
、
現
段
階
で
は
、
現
在

の
道
路
拡
幅
改
良
を
推
進
し
、
一

日
も
早
い
工
事
竣
工
を
願
う
も
の

で
、
完
成
後
に
お
い
て
、
ト
ン
ネ

ル
化
の
要
望
や
実
現
に
向
け
て
の

努
力
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

主
要
地
方
道
氷
見
田
鶴
浜
線
の

改
良
に
伴
う
石
動
山
ト
ン
ネ
ル

の
実
現
を
。

質
問

清
水

昭

議
員

農
業
改
革
関
連
法
案
の
成
立

で
、
更
に
厳
し
く
な
る
農
政
に
よ

り
、
町
農
業
へ
の
独
自
支
援
策

を
。

答
弁

杉
本
町
長

農
政
改
革
に
よ
る
新
制
度
で

は
、

以
上
の
経
営
面
積
、
又

は

年
以
内
の
法
人
化
を
目
指
す

集
落
営
農
組
織
で
一
定
面
積
要
件

を
ク
リ
ア
す
る
等
の
条
件
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

現
在
、
町
内
で
は

の
生
産
集

団
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
法
人
化

を
目
指
す
営
農
組
織
と
し
て
計
画

農
業
改
革
関
連
法
案
の
成
立

で
、
更
に
厳
し
く
な
る
農
政
に
よ

り
、
町
農
業
へ
の
独
自
支
援
策

を
。

質
問

す
れ
ば
、
そ
の
構
成
員
全
員
は
新

制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

町
と
し
て
は
、
対
象
と
な
る
集

落
が
間
違
い
な
く
新
制
度
に
乗
れ

る
よ
う
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
指
導
や
支
援
活
動
を

行
い
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
農
家

の
方
々
が
対
象
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
働
き
掛
け
を
し
て
い
ま
す
。

答
弁

表
農
林
課
長

新
制
度
に
お
い
て
、
認
定
農
業

者
の
育
成
や
集
落
営
農
組
織
の
法

人
化
計
画
作
成
が
で
き
な
い
集
落

は
、
農
業
構
造
改
善
が
進
ん
で
い

な
い
地
区
と
み
な
さ
れ
、
新
制
度

で
の
支
援
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。

そ
こ
で
、
町
で
は
農
業
委
員
会

と
も
連
携
を
密
に
し
て
、
集
落
で

定
め
た
担
い
手
農
家
に
土
地
利
用

集
積
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
る

よ
う
、
認
定
農
業
者
や
法
人
化
を

目
指
す
集
落
営
農
組
織
の
育
成
に

努
力
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
制
度
や
補
助
金
等
の
全

容
に
つ
い
て
は
現
在
ま
だ
は
っ
き

り
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
町
補

助
金
関
係
の
支
援
に
つ
い
て
も
、

今
後
制
度
の
内
容
が
明
確
に
な
っ

た
時
点
で
検
討
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

り
に
係
る
財
源
の
確
立
を
。

答
弁

杉
本
町
長

自
主
財
源
の
確
保
と
し
て
、
固

定
資
産
税
や
町
民
税
の
増
収
対
策

が
重
要
で
あ
り
、
企
業
誘
致
を
推

進
し
た
り
、
定
住
化
促
進
な
ど
に

よ
り
増
収
を
図
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
滞
納
整
理
の
強

化
に
も
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

基
金
な
ど
の
資
産
に
お
い
て

も
、
新
町
建
設
計
画
で
の
普
通
建

設
事
業
な
ど
に
有
効
活
用
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答
弁

澤
財
政
担
当
課
長

国
の
三
位
一
体
改
革
で
、
交
付

税
や
補
助
金
等
の
削
減
に
よ
り
、

地
方
公
共
団
体
の
収
入
は
大
変
厳

し
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
町
の
自

主
財
源
確
保
の
努
力
が
必
要
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
企
業
誘
致
や
定
住

化
促
進
に
よ
る
安
定
財
源
の
確
保

や
、

町
合
併
で
の
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
で
あ
る
職
員
減
少
に
よ
る

人
件
費
の
削
減
、
各
種
事
務
事
業

の
見
直
し
や
統
一
化
に
よ
る
経
費

削
減
に
努
力
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

り
に
係
る
財
源
の
確
立
を
。

会議録の公開
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第

回
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
親
善
交
流
大
会

月

日

日

福
井
県

ラ
リ
ー
戦

第

位

中
能
登
ク
ラ
ブ

選
手

平
野
昇
、
平
野
み
つ
子
、

大
村
光
子
、
山
口
華
恵

第

回
石
川
県
小
学
生

団
体
卓
球
大
会

月

日

小
松
総
合
体
育
館

男
子

第

位

鳥
屋
ク
ラ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア

月

日
に
東
京
都
で
開

催
さ
れ
る
第

回
全
国
ホ
ー
プ
ス

大
会
に
出
場
し
ま
す
。

選
手

三
野
浩
太
郎
、
上
坂
宇
吉
郎
、

町
口
智
哉
、
岡
本
尚
吾

第

回
全
日
本
少
年
剣
道
錬
成

大
会
石
川
地
区
大
会

月

日

北
陸
電
力
体
育
館

小
学
生
男
子
団
体

第

位

中
能
登
武
道
館

小
学
生
男
子
個
人

第

位

瀧
野

正
基（
鳥
屋
小
）

第

位

今
町

崇
人（
鹿
西
小
）

小
学
生
女
子
個
人

第

位

北
村

静（
越
路
小
）

中
学
生
男
子
団
体

第

位

中
能
登
武
道
館

中
学
生
女
子
団
体

第

位

中
能
登
武
道
館

第

位

中
能
登
武
道
館

中
学
生
男
子
個
人

第

位

宮
川

昌
尚（
鹿
西
中
）

第

位

松
岡

諒（
鹿
島
中
）

中
学
生
女
子
個
人

第

位

松
岡

寛
子（
鹿
島
中
）

第

位

石
端

翠（
鹿
西
中
）

第

位

山
本

早
紀（
鹿
西
中
）

第

回
全
日
本
少
年
剣
道
錬
成

大
会
石
川
地
区
大
会
の
男
子
の
部

で
第

位
と
な
っ
た
選
手
及
び
団

体
は
、

月

、

日
に
日
本
武

道
館
で
行
わ
れ
る
第

回
全
日
本

少
年
剣
道
錬
成
大
会
に
出
場
。

選
手

中
能
登
武
道
館

（
小
学
団
体
）

駒
井
剛
、
瀧
野
正
基
、

黒
氏
志
朗
、
前
多
元
太
、

石
田
岳
大

中
能
登
武
道
館

（
中
学
団
体
）

北
野
貴
裕
、
松
岡
諒
、

前
多
友
貴
、
大
森
雄
太
、

宮
川
昌
尚

瀧
野

正
基
（
小
学
個
人
）

第

回
全
日
本
選
抜
少
年
剣
道

個
人
錬
成
大
会
に
も
出
場
。

女
子
の
部
個
人
で
第

位
と
な

っ
た
選
手
は
、

月

日
に
京
都

府
で
行
わ
れ
る
第

回
小
中
学

生
女
子
個
人
選
抜
剣
道
錬
成
大
会

に
出
場
。

選
手

北
村

静
（
小
学
個
人
）

松
岡

寛
子
（
中
学
個
人
）

第

回
栂
野
尾
杯
争
奪
少
年

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

月

日

鹿
島
体
育
セ
ン
タ
ー

小
学

年
生
以
下
男
子

第

位

堂
本

侑
也（
鹿
島

）

小
学

年
生
以
下
女
子

第

位

鳥
毛

由
梨（
鳥
屋

）

小
学

年
生
男
子

第

位

堂
本

裕
人（
鹿
島

）

第

位

袋
井

由
樹（
鹿
島

）

小
学

年
生
男
子

第

位

坂
井

泰
明（
鳥
屋

）

第

位

宮
本

凌
佑（
鹿
島

）

坂
井

和
広（
鳥
屋

）

中
学

年
生
男
子

第

位

堂
本

貴
公（
鹿
島
中
）

中
学

年
生
女
子

第

位

石
田

彩
華（
鹿
島
中
）

第

位

且
味

里
菜（
鹿
島
中
）

武
田

梓（
鹿
島
中
）

中
学

年
生
男
子

第

位

曽
我

亮
太（
鹿
島
中
）

第

位

山
田

周（
鹿
島
中
）

中
学

年
生
女
子

第

位

梅
澤
有
梨
冴（
鹿
島
中
）

第

位

河
上

千
恵（
鹿
島
中
）

加
賀
麻
衣
子（
鳥
屋
中
）

入
賞
し
た
選
手
は
、

月

、

日
に
鹿
島
体
育
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
る
第

回
北
國
新
聞
社
杯
争

奪
少
年
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
抜
大
会

に
出
場
。

能
登
地
区
中
学
校
体
育
大
会

月

、

、

日

野
球

第

位

鹿
西
中
学
校

柔
道

男
子
団
体

第

位

鹿
島
中
学
校

男
子

以
下
級

第

位

谷
口

貴
道（
鹿
島
中
）

第

位

畑
尾

佐
助（
鹿
島
中
）

男
子

以
下
級

第

位

出
雲

凌（
鳥
屋
中
）

女
子
団
体

第

位

鹿
島
中
学
校

女
子

以
下
級

第

位

長
田

博
美（
鹿
島
中
）

女
子

以
下
級

第

位

古
川
紗
奈
江（
鹿
島
中
）

卓
球

男
子
個
人
シ
ン
グ
ル
ス

第

位

打
越

史
彦（
鳥
屋
中
）

女
子
団
体

第

位

鹿
西
中
学
校

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

男
子
団
体

第

位

鹿
島
中
学
校

女
子
団
体

第

位

鳥
屋
中
学
校

女
子
個
人
ダ
ブ
ル
ス

第

位

亀
田

結
希（
鳥
屋
中
）

窪

咲
恵

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

男
子

第

位

鹿
西
中
学
校

剣
道

男
子
団
体

第

位

鳥
屋
中
学
校

男
子
個
人

第

位

宮
川

昌
尚（
鹿
西
中
）

第

位

大
森

雄
太（
鹿
西
中
）

第

位

中
村

直
輝（
鳥
屋
中
）

女
子
団
体

第

位

鹿
西
中
学
校

女
子
個
人

第

位

山
森

千
明（
鹿
西
中
）

弓
道

男
子
団
体

第

位

鹿
島
中
学
校

男
子
個
人

第

位

池
島

幸
志（
鹿
島
中
）

女
子
団
体

第

位

鹿
島
中
学
校

第

位

鹿
島
中
学
校

女
子
個
人

第

位

松
田

真
夏（
鹿
島
中
）

第

位

藤
澤

梓（
鹿
島
中
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

男
子
団
体

第

位

鹿
島
中
学
校

男
子
個
人
シ
ン
グ
ル
ス

第

位

曽
我

亮
太（
鹿
島
中
）

第

位

山
田

周（
鹿
島
中
）

男
子
個
人
ダ
ブ
ル
ス

第

位

長
谷
川
賢
士（
鹿
島
中
）

堂
本

貴
公

女
子
団
体

第

位

鹿
島
中
学
校

第

位

鳥
屋
中
学
校

女
子
個
人
シ
ン
グ
ル
ス

第

位

池
島

千
晶（
鹿
島
中
）

第

位

河
原

友
美（
鳥
屋
中
）

女
子
個
人
ダ
ブ
ル
ス

第

位

坂
井

淑
恵（
鳥
屋
中
）

亀
井

美
花

第

位

堂
本

彩
未（
鹿
島
中
）

中
嶋
嵯
恵
子

第

位

邑
元
さ
と
み（
鹿
島
中
）

梅
澤
有
梨
冴

七
尾
・
鹿
島
中
学
校
陸
上

競
技
大
会

月

日

城
山
陸
上
競
技
場

男
子
の
部

共
通

第

位

島
田

康
生（
鹿
島
中
）

共
通

第

位

小
幡

信
二（
鳥
屋
中
）

分

秒

大
会
新

共
通

第

位

小
幡

信
二（
鳥
屋
中
）

分

秒

大
会
新

共
通

第

位

田
中

大
貴（
鹿
島
中
）

分

秒

大
会
新

共
通

第

位

杉
澤

亨（
鹿
島
中
）

・

年
生
走
幅
跳

第

位

山
崎
健
太
郎（
鹿
西
中
）

共
通
走
幅
跳

第

位

宮
川

武
昌（
鹿
西
中
）

大
会
新

共
通
砲
丸
投

第

位

白
田

亘（
鳥
屋
中
）

第

位

小
林

哲
碩（
鳥
屋
中
）

女
子
の
部

・

年
生

第

位

河
上

千
恵（
鹿
島
中
）

第

位

二
宮

悠（
鹿
島
中
）

共
通

第

位

河
上

千
恵（
鹿
島
中
）

第

位

二
宮

悠（
鹿
島
中
）

共
通

第

位

赤
島

薫（
鹿
西
中
）

第

位

堂
前
み
づ
ほ（
鹿
西
中
）

共
通

第

位

赤
島

薫（
鹿
西
中
）

分

秒

大
会
新

第

位

堂
前
み
づ
ほ（
鹿
西
中
）

第

位

秋
田
沙
恵
佳（
鹿
島
中
）

・

年
生
走
幅
跳

第

位

成
田

清
香（
鹿
西
中
）

共
通
走
高
跳

第

位

畑

愛
里（
鹿
島
中
）

共
通
砲
丸
投

第

位

岡
島

里
佳（
鳥
屋
中
）

共
通

第

位

鹿
島
中
学
校

第

回
鹿
島
郡
小
学
生
陸
上

競
技
大
会

月

日

鹿
島
中
学
校

男
子
の
部

年
生

第

位

木
下

雄
太
（
鳥
屋
）

第

位

袋
井

由
樹
（
越
路
）

第

位

玉
川

昌
宏
（
越
路
）

年
生

第

位

野
田

滉
貴
（
滝
尾
）

第

位

林

俊
輔
（
鳥
屋
）

第

位

春
木

大
輝
（
鳥
屋
）

第

位

宮
坂

敬
裕
（
越
路
）

第

位

奥
本

雄
飛
（
鳥
屋
）

第

位

石
過

新
介
（
鳥
屋
）

第

位

谷
内

和
吉
（
御
祖
）

第

位

桑
原

俊
（
鹿
西
）

第

位

北
野

敦
也
（
鳥
屋
）

走
幅
跳

第

位

高
野

裕
輝
（
滝
尾
）

第

位

堂
本

裕
人
（
越
路
）

第

位

太
田

龍
一
（
越
路
）

走
高
跳

第

位

宮
本

凌
佑
（
越
路
）

第

位

横
山

智
也
（
鳥
屋
）

第

位

定
塚

武
流
（
越
路
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投

第

位

松
江

祥
寛
（
御
祖
）

第

位

谷
口

隼
人
（
越
路
）

第

位

安
久

昌
和
（
鳥
屋
）

第

位

鳥
屋
ク
ラ
ブ

第

位

滝
尾
ク
ラ
ブ

第

位

越
路
ク
ラ
ブ

女
子
の
部

年
生

第

位

北
口

耀
子
（
越
路
）

第

位

鋳
山

夏
奈
（
越
路
）

第

位

藤
井

遥
（
鳥
屋
）

年
生

第

位

口

未
夢
（
越
路
）

第

位

池
島

早
紀
（
御
祖
）

第

位

島
田

優
里
（
鳥
屋
）

第

位

延
命
真
依
子
（
越
路
）

第

位

高
崎

美
優
（
鹿
西
）

第

位

木
下
真
理
子
（
越
路
）

第

位

廣
瀬

亜
美
（
越
路
）

第

位

三
浦

夏
希
（
鹿
西
）

第

位

打
越

礼
華
（
鳥
屋
）

走
幅
跳

第

位

百
海

薫
（
鳥
屋
）

第

位

藤
田

夏
実
（
鳥
屋
）

第

位

竹
澤

知
鶴
（
越
路
）

走
高
跳

第

位

高
僧

歌
菜
（
鳥
屋
）

第

位

山
本

里
美
（
越
路
）

第

位

吉
田

侑
可
（
鹿
西
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投

第

位

谷
内

文
香
（
御
祖
）

第

位

小
谷
内
理
瑛
（
鳥
屋
）

第

位

田
中

優
衣
（
越
路
）

第

位

越
路
ク
ラ
ブ

第

位

鳥
屋
ク
ラ
ブ

第

位

御
祖
ク
ラ
ブ

第

回
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

月

日

鳥
屋
小
・
中
学
校

第

位

第

位

武
部

第

位

ギ
ャ
ン
ブ
ラ
ー

ゴ
ン
ベ
エ

第

回
中
能
登
町
弓
道
場
開
設

記
念
大
会

月

日

鳥
屋
弓
道
場

団
体

第

位

中
能
登
町

男
子
個
人

第

位

加
賀

賢
成
（
在
江
）

第

位

堅
田

雅
之
（
芹
川
）

女
子
個
人

第

位

川
縁

明
穂
（
二
宮
あ
お
ば
台

）



第 回
石川県民体育大会

月 日 、 日 に七尾市・中能登町を主会場に
開催されます。応援よろしくお願いします。
石川県民体育大会中能登町選手団結団式は、 月
日 午後 時 分よりカルチャーセンター飛翔で行わ
れます。

中能登町開催競技一覧

日（土）
軟式野球競技 運動公園野球場

サッカー競技 アッピー鹿西広場

テニス競技 テニスコートとりや

ソフトボール競技 鳥屋小・中グラウンド

ボウリング競技 クァトロブーム

日（日）
軟式野球競技 運動公園野球場

テニス競技 テニスコートとりや

ソフトボール競技 鳥屋小・中グラウンド

サッカー競技 アッピー鹿西広場

ボウリング競技 クァトロブーム

オリエンテーリング競技 鳥屋公民館

パワーリフティング競技 鹿島体育センター

綱引き競技 鹿島体育センター

中能登町開催競技一覧

軟式野球競技 運動公園野球場

テニス競技 テニスコートとりや

ボウリング競技 クァトロブーム

軟式野球競技 運動公園野球場

ソフトボール競技 鳥屋小・中グラウンド

ボウリング競技 クァトロブーム

パワーリフティング競技 鹿島体育センター

キャンペーン（ 月 日 日）の一環
として、家中を消灯し、キャンドルです
ごすためのキャンドル作りが町内の各小
学校で行われました。
キャンドル作りには山口美帆さん（二

宮あおば台・県地球温暖化推進員）によ
る地球温暖化に関する話も行われ、子ど
もたちは興味深い様子で、聞いていまし
た。
その後、キャンペーン中に自作のキャ

ンドルですごした家庭では、 キャンド
ルの灯りの中、子どもたちが環境につい
て話してくれ、楽しい時をすごすことが
できました などの感想を聞くことがで
きました。

環
境
家
計
簿
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

今
回
は
、

名
の
方
々
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
着
実
に
環
境
へ
の

取
組
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き

樹木 本の 吸収量は、年間
です。

何本の樹木が必要ですか？

中能登町ファッションタウン推進協議会
環境創造委員会

瀬川 瑛子

募募集集人人数数 若若干干名名募集人数 若干名

募募集集期期間間 月月 日日（（木木）） 月月 日日（（火火））必必着着募集期間 月 日（木） 月 日（火）必着

応応募募資資格格 自自分分のの個個性性やや特特技技（（パパフフォォーーママンンススななどど））をを活活かかししてて、、公公共共的的行行事事ななどどにに参参加加ででききるる人人。。応募資格 自分の個性や特技（パフォーマンスなど）を活かして、公共的行事などに参加できる人。

年年齢齢 歳歳 概概ねね 歳歳ままでで（（既既婚婚・・未未婚婚・・性性別別はは問問わわずず。。高高校校生生はは除除くく。。））年齢 歳 概ね 歳まで（既婚・未婚・性別は問わず。高校生は除く。）

平平日日をを含含むむ年年 回回程程度度のの 活活動動にに参参加加でできき、、かかつつ宿宿泊泊をを伴伴うう出出張張もも可可能能なな方方。。平日を含む年 回程度の 活動に参加でき、かつ宿泊を伴う出張も可能な方。

中中能能登登町町のの歴歴史史やや観観光光ななどどにに関関すするる一一般般的的なな知知識識ののああるる人人。。中能登町の歴史や観光などに関する一般的な知識のある人。

平平成成 年年 月月 日日以以前前かからら引引きき続続きき中中能能登登町町にに在在住住しし、、住住民民登登録録ののああるる人人。。平成 年 月 日以前から引き続き中能登町に在住し、住民登録のある人。

応応募募方方法法 市市販販のの履履歴歴書書にに必必要要事事項項（（身身長長、、体体重重、、休休日日のの状状況況、、応応募募のの動動機機をを書書きき添添ええてて））をを記記入入のの応募方法 市販の履歴書に必要事項（身長、体重、休日の状況、応募の動機を書き添えて）を記入の

ううええ、、郵郵送送又又はは持持参参ししててくくだだささいい。。うえ、郵送又は持参してください。

鹿鹿島島郡郡中中能能登登町町末末坂坂 部部 番番地地 中中能能登登町町企企画画課課 中中能能登登町町親親善善大大使使係係鹿島郡中能登町末坂 部 番地 中能登町企画課 中能登町親善大使係

任任 期期 平平成成 年年 月月かからら 年年間間（（継継続続可可能能））任 期 平成 年 月から 年間（継続可能）

選選考考方方法法 書書類類選選考考及及びび必必要要にに応応じじてて面面接接選考方法 書類選考及び必要に応じて面接

賞賞 金金 万万円円賞 金 万円

主 催 中能登町イベント実行委員会・中能登町

問合せ 中能登町企画課地域振興担当

主 催 中能登町イベント実行委員会・中能登町

問合せ 中能登町企画課地域振興担当

ま
し
た
。
し
か
し
、
地
球
温
暖
化

は
、
ま
す
ま
す
進
ん
で
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
行
い
は
、
ち
ょ

っ
と
し
た
こ
と
で
も
、
そ
れ
が
結

集
す
れ
ば
、
大
き
な
力
に
な
り
ま

す
。



中能登町内のいろいろな出来事を紹
介するコーナーです。
みなさんの周りでの身近な情報をお

知らせください。お待ちしています。

連絡先

中能登町末坂 部 番地
中能登町企画課（鳥屋庁舎）

メール ＠

月 日はおにぎりの日
今年も特産品開発グループ 一の会 が、 月
日のおにぎりの日にアル・プラザ鹿島で古代米入り
おにぎりの販売や古代米入りもちつき大会を行いま
した。
つきたてのお餅は大人気
で、会場はたくさんの人で賑
わい、おにぎりの日を広く
しました。

事故のない町を目指して
月 日、実年会が町内の交通安全を目的に、町

内美化運動と交通安全などの標語入り手作り看板
枚を町内各地に設置しました。
会員約 人が手分けして県道沿いの草刈り、手作

り看板の設置、カーブミラーの清掃を行い、ホコリ
や汚れを落としました。ピカピカになったカーブミ
ラをよく確認して、交通安全を心がけましょう。

音楽を通じて交流を
年自衛隊コンサートが、 月 日、ラピア鹿

島で開催され、陸上自衛隊第 音楽隊が素晴らしい
演奏を披露してくれました。
地域住民と自衛隊の架け橋になるため、昭和 年

から活動している第 音楽隊は、 マーキュリー
などのクラッシックからポピュラーな曲まで幅広く
演奏、子どもから大人までの約 人の聴衆が楽し
みました。

年間人権擁護
委員を務めてこら
れた守山歌子さん
（川田）に藍綬褒
章が贈られまし
た。

日日本本をを良良くくすするるののははおお父父ささんん日本を良くするのはお父さん
津津川川雅雅彦彦ささんんがが講講演演津川雅彦さんが講演

スポーツで仲間づくり
月 日、鹿島体育センターで中能登町女性協議

会主催の女性体力づくりレクリエーション大会が行
われ、 チームが参加、約 人がさわやかな汗を
流しました。
行われた競技はソフトバレーボールで、自分の

コートで必ず 回さわってから相手コートに返すと
いったルールがあり、チーム全員で協力し、親睦を
深めていました。

月 日、中能登町
民文化講演会がラピア
鹿島で開催され、俳優
の津川雅彦さんが お
となの文化・こどもの
文化 と題して講演さ
れました。
津川さんはゆっくりとした口調で、奥さんの朝丘雪路さんと

のエピソードや映画の話など、ユーモアたっぷりに話されまし
た。特に子育てについては、世界一の父親になることを目標に、

大槻防犯安全センター開所
地域の安全を守るため、町内の区では初めて大槻

区に防犯安全センターが設置されました。
月 日に大槻集会所で行われた草の根防犯座談

会を兼ねた開所式には、住民約 人が参加。卜部忠
次区長が安全宣言をし、一致団結して地区から犯罪
を出さないことを誓いました。
今後は夜間防犯パトロールや交通安全啓発活動な

どを行い、犯罪防止に取り組んでいきます。

名の方に人権擁護委員中部
連盟会長表彰
月 日、石川県人権擁護委員連合会総会の

席上で、人権擁護委員中部連盟会長表彰が以下
の 名に贈られました。

横町 淑子さん（金 丸）
池島 康衛さん（良 川）
金氏 精子さん（黒 氏）

守山歌子さん藍綬褒章受章

おおににぎぎりりのの日日（（日日本本記記念念日日協協会会登登録録））おにぎりの日（日本記念日協会登録）
月月 鹿鹿西西のの とと、、おおむむ（（ ））すすびびかからら月 鹿西の と、おむ（ ）すびから
日日 毎毎月月 日日はは 米米食食のの日日 かからら日 毎月 日は 米食の日 から

おにぎりの化石

子どもにたくさんの時間とたっぷりの愛情を注いだと話され、 子どもが悪いのは親のせい、親が悪いの
はその親のせいで、親が良くなれば子どもも良くなり、日本が良くなる。 と熱く語られました。



小田中地内の二宮武薫さん所
有の畑で、ばなな組の 人がイ
チゴ狩りを楽しみました。
園児たちは赤く色づいたイチ

ゴを採っては口に運び、あまー
い など歓声を上げ、口の周
りを真っ赤にしながら笑顔で頬
張っていました。

日夕
涼
み
会

と
り
や
の
の
保
育
園

夏
ま
つ
り

た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園

日す
く
す
く
相
談

こ
す
も
す
保
育
園

な
か
よ
し
広
場

つ
く
し
保
育
園

さ
く
ら
保
育
園

お
話
の
会

と
り
や
の
の
保
育
園

日な
か
よ
し
広
場

あ
お
ば
保
育
園

月月
のの
行行
事事

月
の
行
事

屋外と冷房が効いた部屋との気温や湿度の差が激しいと、環境の変化に体のリズムがついていけず、自律
神経の働きが鈍くなることから起こります。その結果、全身がだるい、食欲がなくなる、夏風邪をひく、下
痢を起こすなど様々な症状が表れます。

キャベツ 枚（ ）

和え衣
梅干し 個
削り節 小 袋（ ）
しょうゆ 小さじ
みりん 小さじ

和え衣
梅干し

すすすすべべべべててててのののの子子子子どどどどももももたたたたちちちちがががが健健健健ややややかかかかすべての子どもたちが健やか
にににに成成成成長長長長すすすするるるるここここととととをををを願願願願っっっってててて…………に成長することを願って…
子子子子育育育育ててててをををを応応応応援援援援ししししまままますすすす子育てを応援します
育育育育児児児児のののの悩悩悩悩みみみみ相相相相談談談談をををを受受受受けけけけてててていいいいまままま育児の悩み相談を受けていま
すすすす。。。。一一一一人人人人でででで悩悩悩悩ままままなななないいいいででででおおおお気気気気軽軽軽軽す。一人で悩まないでお気軽
ににににごごごご利利利利用用用用くくくくだだだだささささいいいい。。。。にご利用ください。

たんぽぽ保育園 こすもす保育園
あおば保育園 つくし保育園
さくら保育園 とりやのの保育園

日夏
ま
つ
り

さ
く
ら
保
育
園

日な
か
よ
し
広
場

さ
く
ら
保
育
園

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
の
会

と
り
や
の
の
保
育
園

日な
か
よ
し
広
場

た
ん
ぽ
ぽ
保
育
園

こ
す
も
す
保
育
園

日夏
ま
つ
り

あ
お
ば
保
育
園

こ
す
も
す
保
育
園

つ
く
し
保
育
園

日健
康
教
室

と
り
や
の
の
保
育
園

日す
く
す
く
相
談

あ
お
ば
保
育
園

月月
のの
行行
事事

月
の
行
事

講師の公立能登総合病院小児
科医師の和田先生によるわかり
やすい説明と看護師 名による
コミカルな寸劇から始まり、保
護者のみなさんもリラックスし
た中にも、本番さながらの真剣
さで実技演習が行われました。

ジ
メ
ジ
メ
、
ム
シ
ム
シ
、
汗
が
じ
っ
と
り
、
ネ
ッ
ト
リ
…
。
こ
れ
が
北

陸
の
夏
の
暑
さ
で
す
ね
。
そ
ん
な
不
快
な
暑
さ
を
赤
ち
ゃ
ん
も
大
人
と
同

じ
よ
う
に
感
じ
、
汗
を
か
き
ま
す
。
汗
は
こ
ま
め
に
拭
く
か
、
よ
く
吸
い

込
ん
で
ぬ
れ
た
肌
着
を
こ
ま
め
に
替
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

汗
を
か
い
て
ぬ
れ
た
肌
に
、
ク
ー
ラ
ー
や
扇
風
機
の
風
が
あ
た
る
と
風

邪
ひ
き
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
暑
さ
に
負
け
ず
、
元
気
に
夏
を
乗
り
き
り

ま
し
ょ
う

子
育
て
中
の
み
な
さ
ん
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
ち
ょ
っ
と
寄
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
夏
な
ら
で
は
の
遊
び
も
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う

お
し
ゃ
べ

り
し
ま
し
ょ
う

作作

りり

方方

作

り

方

材材

料料
【【

人人
分分
】】

材

料
【

人
分
】

とりやのの保育園

つくし保育園

加熱する キャベツはラップに包み、
の電子レンジで 分加熱し、そのま

まあら熱がとれるまでおく。 和え衣を作
る 梅干は種を抜いて包丁でたたき、削り
節、しょうゆ、みりんと合わせて混ぜる。
切る キャベツを縦 つに切って重

ね、 幅の細切りにする。 和える
にキャベツを加えて和える。
モロヘイヤの粉を散らすと色合いが良くな
り、夏バテ予防の効果があがります。
モロヘイヤの粉を散らすと色合いが良くな
り、夏バテ予防の効果があがります。

冷たい飲みものの摂りすぎに注意しましょう。
食欲がないときでも、たんぱく質やビタミン、ミネラルを中心に少量ずつでも
とりましょう。体力の回復を促します。

おすすめ食品
エネルギー代謝の促進 うなぎ・豚肉・ねぎ
食欲不振の改善 ししとう・みょうが・しょうが
消化活動の正常化 パイナップル・もやし
胃の粘膜保護 おくら・やまいも
良質なたんぱく質 豆腐
のぼせの解消 とうがん

冷房の設定温度は下げ過ぎず、温かい飲み物を摂ったり、ひざ掛けやカーディ
ガンを利用しましょう。

夏バテって何？

夏バテ対策

汗をかく汗をかく
ビールやジュースを
大量に飲む

ビールやジュースを
大量に飲む

消化液が
薄まる
消化液が
薄まる

食欲不振食欲不振

冷房の
効きすぎ
冷房の
効きすぎ

外との気温差により
自律神経が乱れる
外との気温差により
自律神経が乱れる

思考力が鈍る、イライラする
下痢をする

思考力が鈍る、イライラする
下痢をする



お
気
軽
に
ど
う
ぞ

心
配
ご
と
相
談

日
時
・
場
所

月

日（
木
）

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

階
身
障
室

鹿
島
庁
舎

階
相
談
室

鹿
西
庁
舎

階
相
談
室

時
間
は
午
後

時

時

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
社
会
福
祉
協
議
会

困
り
事
お
聞
き
し
ま
す

行
政
人
権
く
ら
し
の
相
談

日
時
・
場
所

月

日（
火
）

鹿
西
庁
舎

階
相
談
室

月

日（
月
）

鹿
島
庁
舎

階
相
談
室

月

日（
火
）

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

階
身
障
室

時
間
は
午
後

時

分

時

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
福
祉
課
（
鹿
西
庁
舎
）

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

結
婚
相
談

日
時
・
場
所

月

日
（
土
）

午
後

時

時

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

階
研
修
室

月

日
（
土
）

午
後

時

時

鹿
西
庁
舎

階
集
会
室

月

日
（
月
）

午
後

時

分

時

分

鹿
島
庁
舎

階
相
談
室

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
企
画
課
（
鳥
屋
庁
舎
）

一
人
で
悩
ま
ず
弁
護
士
に

七
尾
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

日
時
・
場
所

月

、

日

月

、

日

午
後

時

分

七
尾
駅
前
パ
ト
リ
ア

階

相
談
料分

以
内

千
円
（
要
予
約
）

お
問
い
合
わ
せ

金
沢
弁
護
士
会

役場へのお問い合わせは

鳥屋庁舎
総務課
財政担当
窓口サービス担当
企画課
情報担当
地域振興担当
税務課
会計課
議会事務局

鹿島庁舎
監理課
地籍担当
窓口サービス担当
土木建設課
農林課
商工観光課
上下水道課

鹿西庁舎
住民課
窓口サービス担当
保健環境課
福祉課
保育担当
介護担当
教育文化課
生涯学習課
スポーツ担当

あ
な
た
の
土
地
を
再
確
認

地
籍
調
査
実
施
中

今
年
度
は
、
福
田
・
高
畠
・
小
金

森
地
区
の
一
部
と
後
山
地
区
で
一
筆

ご
と
の
土
地
の
境
界
確
定
を
行
い
ま

す
。ま

た
、
良
川
地
区
は
地
籍
測
量
の

ク
マ
の
出
没
に
ご
注
意

く
だ
さ
い

町
内
の
林
道
で
ク
マ
を
目
撃
し
た

と
い
う
情
報
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

本
来
、
ク
マ
は
猛
獣
で
は
な
く
、

大
変
お
と
な
し
い
動
物
で
す
。
過
度

に
恐
れ
る
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ

ん
。
ク
マ
と
の
出
会
い
を
避
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

ク
マ
と
出
会
わ
な
い
た
め
に

山
に
入
る
際
は
、
鈴
や
ラ
ジ
オ
な

ど
音
の
な
る
物
を
身
に
つ
け
人
間
の

存
在
を
ク
マ
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ

い
。

も
し
出
会
っ
て
し
ま
っ
た
ら

刺
激
を
し
な
い
よ
う
に
し
、
あ
わ

て
な
い
で
静
か
に
立
ち
去
り
ま
し
ょ

う
。
ク
マ
に
は
逃
げ
る
も
の
を
追
い

か
け
る
習
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
決

し
て
走
っ
て
逃
げ
た
り
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。

も
し
近
づ
い
て
き
た
ら

大
声
を
出
さ
ず
、
持
ち
物
を
ひ
と

つ
づ
つ
置
い
て
、
ク
マ
の
気
を
そ
ら

し
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
立
ち
去
り
ま

た
め
の
基
準
点
の
設
置
を
実
施
し
ま

す
。町

で
は
今
後
と
も
地
籍
調
査
を
す

す
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
監
理
課
地
籍
担
当

（
鹿
島
庁
舎
）

匿
名
・
無
料
で
エ
イ
ズ

相
談
・
検
査
実
施
中

検
査
実
施
機
関
・
実
施
日

能
登
中
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

平
日
（
要
予
約
）

毎
週
月
、
火
曜
日

午
前

時

午
後

時

休
日
（
予
約
不
要
・
迅
速
検
査
）

毎
月
第

日
曜
日

午
後

時

時

能
登
中
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

羽
咋
地
域
セ
ン
タ
ー

平
日
の
み
（
要
予
約
）

毎
週
月
曜
日

午
前

時

午
後

時

相
談
は
常
時
受
付
中

月
町
営
住
宅
入
居
募
集
状
況

住

宅

名

戸
数

空
き
状
況

黒

氏

住

宅

戸

空
き
室
な
し

末

坂

住

宅

戸

空
き
室
な
し

末
坂
第

住
宅

戸

空
き
室
な
し

コ
ー
ポ
と
り
や

戸

空
き
室
な
し

春

木

住

宅

戸

空
き
室
な
し

川

田

住

宅

戸

空
き
室
な
し

芹

川

住

宅

戸

戸

久

江

住

宅

戸

空
き
室
な
し

金

丸

住

宅

戸

戸

募
集
期
間

月

日

日

受
付
時
間

午
前

時

午
後

時

土
日
祝
日
は
受
付
し
て
い
ま
せ
ん
。

墓
地
公
苑

使
用
者
募
集
（
随
時
受
付
中
）

名

称

型

面
積

永

代
募
集

（

）

使
用
料
区
画

文
崎
墓
地

型

万
円

型

万
円

墓
地
公
苑

と
り
や

型

万
円

墓
地
公
苑

に
の
み
や

型

万
円

型

万
円

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
監
理
課
（
鹿
島
庁
舎
）

月
町
営
住
宅
入
居
募
集
状
況

住

宅

名

戸
数

空
き
状
況

黒

氏

住

宅

戸

空
き
室
な
し

末

坂

住

宅

戸

空
き
室
な
し

末
坂
第

住
宅

戸

空
き
室
な
し

コ
ー
ポ
と
り
や

戸

空
き
室
な
し

春

木

住

宅

戸

空
き
室
な
し

川

田

住

宅

戸

空
き
室
な
し

芹

川

住

宅

戸

戸

久

江

住

宅

戸

空
き
室
な
し

金

丸

住

宅

戸

戸

墓
地
公
苑

使
用
者
募
集
（
随
時
受
付
中
）

名

称

型

面
積

永

代
募
集

（

）

使
用
料
区
画

文
崎
墓
地

型

万
円

型

万
円

墓
地
公
苑

と
り
や

型

万
円

墓
地
公
苑

に
の
み
や

型

万
円

型

万
円

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
監
理
課
（
鹿
島
庁
舎
）

農
薬
を
使
用
す
る
時
は

周
辺
へ
の
飛
散
防
止
を

平
成

年

月

日
か
ら
、
農
薬

残
留
の
規
制
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
家
庭
の
菜
園
や
街
路
樹
の

病
害
虫
防
除
で
農
薬
を
散
布
す
る
場

合
に
も
注
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

農
薬
を
使
用
す
る
時
は
、
決
め
ら

れ
た
使
用
方
法
に
従
う
と
と
も
に
、

無
風
又
は
弱
風
時
や
近
隣
に
影
響
の

な
い
時
間
帯
に
行
う
な
ど
、
他
へ
飛

散
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

お
問
い
合
わ
せ

石
川
県
農
林
水
産
部

消
費
流
通
課

住
民
票
な
ど
閉
庁
時
に

交
付
で
き
ま
す
（
要
予
約
）

平
日
の
昼
間
は
仕
事
が
忙
し
く
て

役
場
に
行
け
な
い
…
こ
の
よ
う
な
方

の
た
め
に
、
電
話
予
約
に
よ
る
交

付
・
郵
便
請
求
に
よ
る
交
付
を
各
庁

舎
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

電
話
予
約
に
よ
る
交
付

予
約
受
付
時
間

・
開
庁
日
（
平
日
）

午
前

時

分

午
後

時

分

お
渡
し
時
間

・
開
庁
日
（
平
日
）

午
後

時

分

午
後

時

・
閉
庁
日
（
土
・
日
曜
日
な
ど
）

午
前

時

分

午
後

時

分

請
求
で
き
る
証
明
書

・
住
民
票

（
本
人
か
同
一
世
帯
に
属
す
る

人
に
限
ら
れ
ま
す
。）

・
税
務
諸
証
明

ど
ち
ら
も

通

円
。

必
ず
印
鑑
と
身
分
の
確
認
で
き

る
も
の
（
免
許
証
、
保
険
証
な

ど
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
請
求
に
よ
る
交
付

請
求
で
き
る
証
明
書

・
住
民
票
お
よ
び
戸
籍
の
附
票
の

写
し

・
戸
籍
の
謄
本
お
よ
び
抄
本

・
税
務
諸
証
明

お
問
い
合
わ
せ

各
庁
舎
窓
口
サ
ー
ビ
ス
担
当

鳥
屋

鹿
島

鹿
西

家
屋
を
取
壊
し
た
と
き

は
ご
連
絡
を

家
屋
な
ど
を
取
り
壊
し
た
と
き

は
、
税
務
課
（
鳥
屋
庁
舎
）、
ま
た

は
各
庁
舎
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
担
当
課

ま
で
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

認
印
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
税
務
課
（
鳥
屋
庁
舎
）

し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
農
林
課



中
能
登
町
職
員
（
保
育
士
・

看
護
師
）
募
集

職
種
・
採
用
人
員

保
育
士
・
看
護
師
…
若
干
名

勤
務
内
容

保
育
園
に
お
け
る
保
育
士
業
務

（
看
護
師
は
看
護
師
業
務
を
兼
務
）

受
験
資
格

・
中
能
登
町
に
住
所
を
有
す
る
者

（
在
学
等
の
町
外
在
住
者
含
む
）

・
保
育
士
・
看
護
師
の
有
資
格
者

（
資
格
取
得
見
込
み
の
者
）

・
昭
和

年

月

日

昭
和

年

月

日
生
ま
れ
の
者

受
付
期
間

月

日

月

日

午
後

時
ま
で

（
郵
送
は
当
日
消
印
有
効
）

試
験
日
程

・
第

次
試
験

月

日
（
日
）

教
養
試
験
及
び
作
文

・
第

次
試
験

面
接
試
験

（
第

次
試
験
合
格
者
に
通
知
）

受
験
申
込
書

役
場
各
庁
舎
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
担

当
で
交
付
（
郵
便
請
求
の
場
合
は
返

信
用
封
筒
に
宛
名
を
明
記
し

円
切

手
を
貼
り
同
封
）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
総
務
課
（
鳥
屋
庁
舎
）

中能登町の下水道
整備率 ％
普及率 約 ％
（ 月 日現在）

魚が住める水質にするために…

生活排水の意外な事実にびっくり

下の表の数字は魚がすめる水質（ リットル程度）
にするために必要な水の量を リットルの風呂おけで換算すると
何杯必要かということを表しています。

魚の住めるきれいな川を取り戻しましょう。ご協力お願いします。

ご
来
苑
お
待
ち
し
て

い
ま
す
鹿
寿
苑
夏
祭
り

日
時
・
場
所

月

日
（
土
）
午
後

時

鹿
寿
苑

催
し
物

余
興
・
模
擬
店
な
ど

お
問
い
合
わ
せ

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
鹿
寿
苑

町内の小川で確認

七
尾
鹿
島
広
域
圏
事
務
組
合

職
員
募
集

試
験
区
分
及
び
採
用
予
定
人
数

消
防
士

（
高
卒
、
救
急
救
命
士
、
大
卒
）

各

人
程
度

精
神
保
健
福
祉
士

人
程
度

診
療
情
報
管
理
士

人
程
度

管
理
栄
養
士

人
程
度

臨
床
工
学
技
士

人
程
度

助
産
師

人
程
度

看
護
師

人
程
度

受
験
資
格

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
、
事
務
局
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

月

日

月

日

試
験
日
程

第

次
試
験

月

日
（
日
）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

七
尾
鹿
島
広
域
圏
事
務
組
合

事
務
局
総
務
課
職
員
係

誇
り
と
や
り
が
い
が

あ
り
ま
す
自
衛
官
募
集

募
集
種
目
・
資
格

・
一
般
曹
候
補
学
生

歳

歳
未
満
の
男
女

・
曹
候
補
士

・

等
陸
海
空
士

歳

歳
未
満
の
男
女

・
航
空
学
生

高
卒
（
見
込
含
）

歳
未
満

の
男
女

受
付
期
間

月

日

月

日

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
石
川
地
連
・
七
尾
出
張
所

治
安
を
守
る
お
仕
事

入
国
警
備
官
募
集

受
験
資
格

昭
和

年

月

日

平
成
元
年

月

日
生
ま
れ
の
者

受
付
期
間

月

日

月

日

試
験
日
程

第

次
試
験

月

日
（
日
）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

名
古
屋
入
国
管
理
局
総
務
課

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
認
定
試
験

日
時
・
場
所

月

日
（
木
）

午
後

時

分

石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

お
申
し
込
み
期
間

月

日

月

日

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

中
能
登
町
上
下
水
道
課

（
鹿
島
庁
舎
）

バ
ス
に
乗
っ
て
石
川
を

学
ぼ
う

県
政
学
習
バ
ス

対
象成

人
男
女
（
各
コ
ー
ス

人
）

運
行
日
・
コ
ー
ス

月

日
（
日
）

能
楽
鑑
賞
た
っ
ぷ
り
コ
ー
ス

（
能
楽
堂
、
金
沢
城
公
園
な
ど
）

月

日
（
木
）

山
側
環
状
・
環
境
コ
ー
ス

（
石
川
動
物
園
な
ど
）

月

日
（
火
）

一
度
試
し
て
・
体
験
コ
ー
ス

（
金
沢
競
馬
場
な
ど
）

月

日
（
金
）

金
沢
・
芸
術
の
秋
コ
ー
ス

（
県
立
音
楽
堂
な
ど
）

受
付
期
間

月

日

月

日

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

石
川
県
中
能
登
総
合
事
務
所

自
転
車
世
界
一
周

坂
本
達
さ
ん
講
演
会

日
時
・
場
所

月

日
（
火
）

午
後

時

分

時

分

七
尾
サ
ン
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ

講
師坂

本
達
さ
ん
（

ミ
キ
ハ
ウ
ス
）

入
場
無
料
、
お
申
し
込
み
不
要

お
問
い
合
わ
せ

七
尾
青
年
会
議
所

石
田

日時・場所
月 日（木）
中能登町役場
鳥屋庁舎

時間は午前 時 時、
午後 時 時

ご協力お願いします。

汚れのもと
（ ）内は捨てた量

汚れのおおよその
数値（ ）

風呂おけ何杯分の
水で魚が住める水
質に？

醤油（ ） 杯分
（約 ）

使用済みの油（ ） 杯分
（約 ）

日本酒（ ） 杯分
（約 ）

汚れのもと
（ ）内は捨てた量

汚れのおおよその
数値（ ）

風呂おけ何杯分の
水で魚が住める水
質に？

とは、水中の汚濁物質
が微生物によって分解され
るとき必要とされる酸素の
量のこと。
数値が高いほど、汚れた水
です。

原子力発電施設に関する知識の普及を図る
ことを目的として、石川・福井・新潟県の原
子力発電所及びその関連施設を対象とする見
学会を実施する団体に対して、その費用の一
部を助成します。

【対象団体】
町内に住所を有する者で構成された各種団体。
ただし、参加人数 名以上が助成対象。

お申し込み・お問い合わせ
中能登町企画課（鳥屋庁舎）

原子力発電施設を見学してみませんか

費用の一部を助成します

巡回上映日程
月 日

午前 時
午後 時 分

カルチャーセンター飛翔

月 日 午後 時
ラピア鹿島

巡回上映日程
月 日

午前 時
午後 時 分

カルチャーセンター飛翔

月 日 午後 時
ラピア鹿島

釣りバカ日誌



日 時 月 日（金） 午前 時 午後 時
内 容 金沢市うつのみや書店にて本を選んだあと、午後からは金沢港大野からくり記

念館を見学します。詳細は各図書館で配布しているチラシをご参照ください。
参加資格 小学校 年生 高校生まで（町内在住の方に限ります。）
参 加 費 無料（昼食代は各自でご持参ください。）
募集締切 月 日（日）までに、お近くの図書館へお申し込みください。
募集人数 定員 名（先着順で定員になり次第、締め切ります。ご了承ください。）

新刊のこの 冊
人の役に立ちたい
将来を考え始めたあなたをとこ

とん応援します。教育・医療・福
祉・法律界から 人の先輩たちが、
あなたにとっておきのメッセージ
や、やりがいを感じることなど身
近なアドバイスもいっぱい。

仕事応援団著 理論社

人の役に立ちたい
新着の図書と の紹介をします。

日本各地の伝統的なくらし（全 巻）

学校の 調べ学習 に役立ててね。

右脳トレーニング
秘められた子供の才能を
開くカギは右脳

日本各地の伝統的なくらし（全 巻）

右脳トレーニング

近
年
、
救
急
車
の
出
動
件
数
は
増
加
し
て
い
る
中
、
現
場
に
着
く
と
軽
い
打
撲

だ
っ
た
り
、
急
を
要
す
る
病
気
で
は
な
か
っ
た
り
と
、
緊
急
性
が
な
い
の
に
救
急

車
を
要
請
さ
れ
る
人
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

救
急
車
は
、
一
一
九
番
で
出
動
要
請
を
受
け
る
と
、
最
寄
り
の
消
防
署
・
分
遣

所
か
ら
生
命
が
危
険
な
状
況
に
あ
る
傷
病
者
を
一
刻

も
早
く
医
療
機
関
へ
搬
送
す
る
た
め
に
出
動
し
ま
す

が
、
急
を
要
す
る
病
気
で
は
な
い
が
、
便
利
な
の
で

救
急
車
を
利
用
す
る
と
い
う
よ
う
な
出
動
が
増
え
る

と
、
生
命
の
危
険
が
あ
る
傷
病
者
を
待
た
せ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
急
病
や
交
通
事
故
で
救
急
車
以
外
に

病
院
へ
の
搬
送
手
段
が
な
く
、
症
状
か
ら
み
て
緊
急

に
病
院
へ
搬
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
、
す

ぐ
に
一
一
九
番
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
以
外
の
場
合
は
一
一
九
番
す
る
前
に
自
家
用

車
・
タ
ク
シ
ー
が
利
用
で
き
な
い
か
今
一
度
考
え
て

く
だ
さ
い
。
救
急
車
の
利
用
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

災
害
に
関
す
る
情
報
や
、
防
火
に
つ
い
て
の

ご
相
談
・
各
種
講
習
会
の
お
問
い
合
わ
せ
は

中
能
登
消
防
署《

七
尾
鹿
島
広
域
圏
事
務
組
合
》

災
害
に
関
す
る
情
報
や
、
防
火
に
つ
い
て
の

ご
相
談
・
各
種
講
習
会
の
お
問
い
合
わ
せ
は

中
能
登
消
防
署《

七
尾
鹿
島
広
域
圏
事
務
組
合
》

た
か
さ
ご
や

夫
に
な
る
人

妻
に
な
る
人

住
所

室
木

隆
博

高
橋

友
望
（
小

竹
）

檜

昌
克

米
田
奈
々
江
（
末

坂
）

加
藤

寛
之

平
井
ゆ
か
り
（
徳

前
）

お
め
で
た

氏

名

届
出
人

住
所

平
野

煌

翔

豊

浩

（
能
登
部
下
）

谷
口

大

和

昌

志

（
二
宮
あ
お
ば
台

）

小
林

美

唯

峰

幸

（
良

川
）

下
橋

愛

音

慧

（
二

宮
）

金
岩

瑠

依

和

雄

（
花
見
月
）

北
口

愛

斗

謙

吾

（
良

川
）

山

こ
は
る

博

正

（
良

川
）

石
井

里

奈

勲

（
徳

前
）

喜
作

梨
々
愛

義

昭

（
金

丸
）

岩
田

千

弘

正

（
西
馬
場
）

武
原

蓮

貞

治

（
黒

氏
）

中
村

衣

李

中

（
金

丸
）

竹
森

優

里

仁

（
東
馬
場
）

桑
原

佳
太
郎

誠

（
二

宮
）

折
田

凌

隆

（
原

山
）

お
く
や
み

氏

名

年
齢

住

所

中

村

孝

一

歳
（
良

川
）

日

光

勇

一

歳
（
水

白
）

長

田

靜

子

歳
（
武

部
）

原

英

二

歳
（
新

庄
）

折

田

ト
ヨ
子

歳
（
原

山
）

谷

内

幸

子

歳
（
金

丸
）

小

山

一

雄

歳
（
羽

坂
）

櫻

井

巽

歳
（
尾

崎
）

横

山

祐

水

歳
（
黒

氏
）

藏

田

め

歳
（
金

丸
）

お
断
り

こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲
載
は
、
当
町
に
住
所
を

有
す
る
方
が
当
町
で
届
出
を
し
、
掲
載
希
望
が
あ

る
方
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
他
市
町
村
で

届
出
さ
れ
、
掲
載
を
希
望
す
る
場
合
は
、
住
民
課
（

）
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

当
町
に
住
所
を

有
す
る
方
が
当
町
で
届
出
を
し
、
掲
載
希
望
が
あ

る
方
の
み
と

と
し
て

山
本

賢
治
さ
ん（
岐
阜
県
）よ
り

万
円

泉

和
夫
さ
ん（
井

田
）よ
り

千
円

ご
厚
志
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

固
定
資
産
税

第

期

国
民
健
康
保
険
税

第

期

介
護
保
険
料

第

期

上
下
水
道
料

月
使
用
分

月

日

藤
田
医
院

日

毛
利
医
院

月

日

安
田
医
院

日

今
井
医
院

月

日

公
立
能
登
総
合
病
院

日

さ
は
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

月

日

や
ま
ざ
き
ク
リ
ニ
ッ
ク

日

恵
寿
総
合
病
院

環
境
日
本
海
サ
ー
ビ
ス

月

日

日

黒
氏
・
一
青
・
黒
氏
新
町
・
良
川

月

日

日

廿
九
日
・
川
田
・
新
庄

月

日

日

羽
坂
・
大
槻
・
春
木
・
瀬
戸

花
見
月
・
末
坂
・
深
沢

月

日

日

黒
氏
・
一
青

月

日

日

尾
崎
・
水
白
・
久
江
・
小
田
中

福
田

月

日

日

藤
井
・
高
畠
・
小
金
森
・
曽
祢

月

日

日

在
江
・
坪
川
・
西
・
久
乃
木
・
武
部

二
宮

月

日

日

徳
前
・
浅
井
・
芹
川

月

日

日

井
田
・
小
竹
・
最
勝
講
・
東
馬
場

月

日

日

能
登
部
下
・
上
後
山
・
下
後
山

月

日

月

日

金
丸

月

日

日

西
馬
場
・
能
登
部
上
・
縄
手
・
徳
丸

月

日

月

日

受
付
分

平成 年
月 日現在

人口
人（ ）

男
人（ ）

女
人（ ）

世帯数
世帯（ ）

（ ）内は前月比

平成 年
月 日現在

人口
人（ ）

男
人（ ）

女
人（ ）

世帯数
世帯（ ）

（ ）内は前月比
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おおきくなあれおおきくなあれおおきくなあれおおきくなあれ

今月の表紙は今月の表紙は今月の表紙は今月の表紙は今月の表紙は今月の表紙は

松田　徠生くん　（8ヵ月）
篤さん、奈央さんご夫婦の長男（黒氏）

ら　　い

パパ・ママからひとこと

犬がだぁいすきなライ☆いじ

めっこのやんちゃ坊主です。

元気にすくすく育ってねッ!

パパ・ママからひとこと

優しいたくみ。やんちゃなは

ると。ケンカの多い２人だけ

ど、元気に大きくなってね¡

このコーナーで紹介する3歳以下のお子様を募集します。
「お子様の写真」と「お子様へのことば（40文字以内）」を
郵送または持参してください。

がんばれがんばれ¡消防団消防団がんばれ¡消防団 　安全で住み良い地域を築くため、日々訓練している中能登町
の５つの消防団が、７月２日、七尾消防訓練場で行われた消防団
連合訓練大会に出場しました。28分団、約400人が参加した中、
第２消防団御祖分団が総合優勝を果たし、２位の鹿西分団と共に
７月29日に行なわれる石川県消防操法大会に出場します。
　消防団は町民の安全なくらしを守る最も身近な存在です。
災害などいざという時には、団結して厳しい任務にあたります。
今後も彼らの日々の努力が町の安全を支えます。わたしたちも
いざという時に協力できるように日頃から防火・防災意識を高
めましょう。

総
合
優
勝
の
御
祖
分
団

▲

直之さん、恵理奈さんご夫婦の
長男、次男（二宮あおば台）

島田　拓海くん　（3歳）

　　　遥翔くん　（2歳）
はる 　 と

たく 　 み

■
総
合
の
部

　
第
１
位
　
御
祖
分
団

　
第
２
位
　
鹿
西
分
団

　
第
３
位
　
滝
尾
分
団

■
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

　
第
１
位
　
御
祖
分
団

　
第
２
位
　
鹿
西
分
団

■
小
隊
訓
練
の
部

　
第
１
位
　
第
2
消
防
団
第
1
小
隊

　
（
越
路
、
滝
尾
、
御
祖
分
団
）

■
分
列
行
進
の
部

　
第
１
位
　
第
2
消
防
団
第
2
小
隊

　
（
鳥
屋
、
鹿
西
分
団
）

成
　
績

■
県
知
事
表
彰

　
永
年
勤
続
配
偶
者
感
謝
状

　
右
近
恵
美
子
（
鳥
屋
分
団
）

■
県
消
防
協
会
長
表
彰

　
優
良
消
防
団
表
彰

　
鳥
屋
分
団

■
功
労
章

　
山
口
　
國
雄
（
滝
尾
分
団
）

■
功
績
章

　
土
島
　
伸
一
（
鹿
西
分
団
）

■
勤
続
功
労
章

　
松
永
　
敏
明
（
越
路
分
団
）

　
敞
田
　
康
紀
（
越
路
分
団
）

　
林
　
　
正
弥
（
御
祖
分
団
）

　
小
泉
　
淳
一
（
鳥
屋
分
団
）

　
林
　
　
高
史
（
鹿
西
分
団
）

■
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

　
永
年
勤
続
（
５
年
以
上
）

　
林
　
　
平
治
（
滝
尾
分
団
）

　
横
山
　
裕
章
（
鳥
屋
分
団
）

　
清
水
　
鉄
夫
（
鳥
屋
分
団
）

表
　
彰

消防団連合訓練大会消防団連合訓練大会消防団連合訓練大会消防団連合訓練大会消防団連合訓練大会




